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１　麓に雲海がひろがる松葉城跡
２　松葉城跡主郭
３　貿易陶磁器（青磁・白磁）
４　国産陶器（茶道具など）

西さ
い

園お
ん

寺じ

の
城
・
松
葉
城
と
表
採
遺
物

資
料
見
聞

　

一
条
氏
と
並
び
、
今
回
の
企
画
展
「
西
南

四
国
の
中
世
社
会
と
公
家
」
で
取
り
上
げ
る

も
う
片
方
の
主
役
で
あ
る
伊
予
西
園
寺
氏
。

こ
の
頁
で
は
、
西
園
寺
氏
に
関
連
し
て
愛
媛

県
西
予
市
の
松
葉
城
に
つ
い
て
ご
紹
介
を
し

ま
す
。

　

西
園
寺
家
の
一
族
が
宇
和
地
域
に
土
着
し

て
最
初
に
築
い
た
の
が
松
葉
城
で
す
。
こ
こ

か
ら
は
以
前
よ
り
、
多
く
の
遺
物
が
地
元
の

方
々
に
よ
っ
て
採
集
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
西
予

市
宇
和
歴
史
民
俗
資
料
館
で
保
管
・
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
発
掘
も
さ
れ
て
い
な
い
城
跡

か
ら
、
多
く
の
遺
物
が
表
採
さ
れ
て
い
る
の

は
稀
な
こ
と
で
す
。

　

表
採
遺
物
に
は
、
貿
易
陶
磁
器
の
青
磁
や

白
磁
、
国
産
陶
器
の
備
前
焼
、
土は

師じ

質し
つ

土
器

や
瓦が

質し
つ

土
器
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。
青
磁
や

白
磁
の
器
形
の
特
徴
や
、
青
花
が
含
ま
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
城
が
最
も
機
能
し
た
時

期
が
15
世
紀
代
で
あ
る
と
推
定
で
き
ま
す
。

　

特
に
注
目
さ
れ
る
遺
物
と
し
て
、
瓦
質
土

器
の
風ふ

炉ろ

と
呼
称
さ
れ
る
茶
道
具
や
石
臼
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
所
で
喫
茶
が
行
わ

れ
て
い
た
証
拠
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

茶
道
具
と
い
え
ば
、
天
目
茶
碗
が
山
城
で
は

出
土
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
今
回
の

表
採
遺
物
で
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

将
来
発
掘
調
査
を
行
う
と
、
必
ず
出
土
す
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

西
園
寺
氏
は
、
京
都
か
ら
連
歌

師
を
招
い
て
い
た
と
の
伝
承
も
あ

り
、
ま
た
青
磁
の
中
に
香
炉
も
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
戦

い
の
場
で
あ
る
城
の
中
で
も
風
雅

な
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
た
こ
と

が
想
像
で
き
ま
す
。

　

秋
か
ら
冬
の
季
節
に
松
葉
城
跡

に
登
る
と
、
天
気
が
良
い
日
の
朝

に
は
雲
海
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

幻
想
的
な
光
景

が
ひ
ろ
が
り
ま

す
。
当
時
の
当

主
も
、
連
歌
師

と
雲
海
を
眺
め

な
が
ら
和
歌
を

詠
み
、
連
歌
に

興
じ
て
い
た
の

か
も
し
れ
ま
せ

ん
。　

 （
松
田
）

４

３ ２

１

〈高知県立歴史民俗資料館だより・おこうふうじつ〉第124号　令和７年(2025)1月10日



－2－

　

　
西
南
四
国
の
中
世
社
会
と
公
家

企
画
展　

会
期
：
令
和
７
年
２
月
28
日（
金
）～
５
月
６
日（
火
・
振
休
）

松
田 

直
則

曽
我 

満
子土佐一条家五代像　

宇和島市龍
りゅう

集
しゅう

寺蔵

歯
し

長
ちょう

寺
じ

縁
えん

起
ぎ

〔重要文化財〕
西予市歯長寺蔵【県内初公開】
(愛媛県歴史文化博物館管理）

一
条
兼
定
の
墓
が
あ
る
宇
和
島
市
戸と

島じ
ま

の
龍
集
寺
に
は
本
資
料
が
伝
わ
っ
て
お

り
、
土
佐
一
条
氏
に
ゆ
か
り
の
７
人
の
肖
像
を
描
い
て
い
る
。
最
上
部
に
一
条
氏

の
祖
藤
原
鎌
足
を
描
き
、
そ
の
下
に
土
佐
に
下
向
し
た
一
条
教
房
か
ら
、
長
宗
我

部
氏
の
も
と
で
大
津
御
所
と
も
呼
ば
れ
た
一
条
内う
ち

政ま
さ

ま
で
を
描
く
。

吉田泉殿跡出土土師器（左）・白磁片（右）
京都大学文学研究科附属文化遺産学・人文知連携センター蔵

　

本
展
で
取
り
上
げ
る
「
西
南
四
国
」
と
は
、

主
に
高
知
県
の
幡
多
地
方
と
愛
媛
県
の
南
予

地
方
を
指
し
ま
す
。
県
境
を
ま
た
い
で
、
古

く
か
ら
こ
れ
ら
の
地
域
は
相
互
に
人
の
往
来

や
交
流
が
あ
り
、
文
化
的
な
共
通
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
世
の
本
地
域
に
焦
点

を
当
て
た
本
格
的
な
展
覧
会
は
こ
れ
ま
で
開

か
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昨
年
度
よ
り
、
本
展
に
向
け
て
愛
媛
県
歴

史
文
化
博
物
館
と
と
も
に
資
料
調
査
を
行
い
、

そ
の
成
果
と
し
て
、同
館
に
お
い
て
は
、テ
ー

マ
展
「
西
南
四
国
の
中
世
社
会
と
公
家
」（
会

期
：
令
和
６
年
12
月
17
日
～
令
和
７
年
１
月

26
日
）
を
開
催
し
、
当
館
に
お
い
て
は
、
企

画
展
「
西
南
四
国
の
中
世
社
会
と
公
家
」
と

し
て
開
催
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
館
の
特

別
協
力
を
得
て
、

図
録
も
刊
行
し
ま

し
た
（
詳
細
は
４

頁
）。

　

本
展
で
は
、
主

に
鎌
倉
時
代
か
ら

戦
国
時
代
に
至
る

時
代
を
取
り
上
げ
、

中
央
と
地
域
の
二
つ
の
視
点
か
ら
内
容
を
構

成
し
ま
し
た
。
本
展
の
主
人
公
、
あ
る
い
は

核
と
な
る
の
は
、
土
佐
の
一
条
氏
と
伊
予
の

西さ
い

園お
ん

寺じ

氏
で
す
。
両
氏
と
も
そ
の
ル
ー
ツ
は
、

同
じ
く
京
都
の
藤
原
氏
で
す
。

　

展
示
は
Ⅰ
～
Ⅳ
章
か
ら
成
り
、
以
下
概
略

を
資
料
写
真
等
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
Ⅰ
章　

西
南
四
国
と
公
家

　

本
章
で
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
活
躍
し
た

西
園
寺
公き

ん

経つ
ね

を
中
心
に
、
中
世
京
都
の
公
家

の
様
子
を
物
語
る
遺
構
や
出
土
遺
物
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
公
経
は
、
現
・
金
閣
（
鹿ろ

く

苑お
ん

）

寺
の
場
所
に
、
そ
の
前
身
と
な
る
北き

た

山や
ま

殿ど
の

を

築
き
、
そ
の
中
に
西
園
寺
を
造
営
し
ま
し
た
。

家
名
は
こ
の
寺
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

現
・
京
都
大
学
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
付
近
に
も

邸
宅
を
構
え
、「
吉
田
泉
殿
」
と
呼
ば
れ
ま

し
た
。
公
経
の
妻
は
源
頼
朝
の
姪め

い

で
、
公
経

自
身
は
後
鳥
羽
上
皇
の
兄
に
あ
た
る
後ご

高た
か

倉く
ら

院い
ん

の
甥お

い

で
す
。
そ
の
た
め
、
関
東
申も

う
し

次つ
ぎ

と
し

て
朝
廷
と
幕
府
の
連
絡
・
調
整
を
行
い
、
幕

府
と
も
強
い
つ
な
が
り
を
持
ち
ま
し
た
。
そ

の
権
勢
は
、
平
清
盛
を
超
え
た
、
と
も
評
さ

れ
、
鎌
倉
時
代
の
京
都
を
代
表
す
る
人
物
で

す
。

が
、
荘
園
の
直
接
支
配
が
目
的
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
下
向
し
た
最
大

の
目
的
に
迫
る
た
め
に
は
、
こ
の
時
代
の
情

勢
を
大
き
な
視
点
で
見
直
し
て
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
本
展
の
主
要
な
テ
ー

マ
で
あ
り
、
最
終
の
第
Ⅳ
章
に
お
い
て
、
あ

ら
た
め
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
Ⅱ
章　

有
力
寺
院
と
公
家

　

宇
和
荘
に
は
西
園
寺
家
、
幡
多
荘
に
は

一
条
家
が
根
付
い
て
い
き
ま
し
た
が
、
そ
の

地
域
支
配
に
お
い
て
は
、
実
務
の
担
い
手
が

不
可
欠
で
、
寺
院
の
存
在
を
抜
き
に
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
幡
多
荘
に
お
い
て
は
、

金
剛
福
寺
、宇
和
荘
に
お
い
て
は
等
妙
寺
で
す
。

歯
長
寺
に
伝
わ
る
縁
起
の
中
世
の
写
本
。内
容
は

等
妙
寺（
鬼
北
町
）と
歯
長
寺
の
両
寺
院
に
ま
つ
わ

る
も
の
。歯
長
寺
は
、も
と
は
孝こ
う

謙け
ん

天
皇
勅ち
ょ
く

願が
ん

寺

と
し
て
建
立
さ
れ
た
と
伝
わ
り
、後
に
西
園
寺
家

の
代
官
開か
い

田だ

善ぜ
ん

覚か
く

の
発
願
に
よ
り
、戒
壇
院
設
立

の
た
め
元
応
２
年（
１
３
２
０
）か
ら
宇
和
郡
入
り
し

て
い
た
理り

玉ぎ
ょ
く

和
尚
を
中
興
開
山
と
し
て
、元
徳
２
年

（
１
３
３
０
）に
再
興
さ
れ
、京
都
法ほ
っ

勝し
ょ
う

寺じ

の
末
寺

と
な
っ
た
。元
応
２
年
か
ら
67
年
間
に
わ
た
り
住
職

寂じ
ゃ
く

証し
ょ
う

が
見
聞
し
た
出
来
事
や
風
聞
な
ど
を
記
し
て

お
り
、元
弘・建
武
年
間（
１
３
３
１
～
３
８
）の
動
乱

に
関
す
る
記
事
も
多
い
。【
4/19
〜
5/6
の
み
実
物
展
示
】

　

や
が
て
、
京
都
の
公
家
で
あ
っ
た
西
園
寺

家
は
伊
予
の
宇
和
荘
を
、
九
条
家
か
ら
分
家

し
た
一
条
家
は
、
土
佐
の
幡
多
荘
を
受
け
継

ぎ
、
直
接
荘
園
経
営
に
の
り
だ
し
ま
す
。
一

条
家
の
場
合
、
応
仁
元
年
（
１
４
６
７
）
に

始
ま
っ
た
応
仁
の
乱
を
避
け
て
幡
多
へ
下
向

し
た
、
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
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長宗我部元親書状　7月28日（天正9～12年（1581～84）カ）平出雲守宛

松野町河
か

後
ご

森
もり

城跡〔国指定史跡〕
松野町教育委員会提供

四万十市坂本遺跡の瓦
が

窯
よう

跡
高知県立埋蔵文化財センター提供

木造南仏上人坐像〔高知県保護有形文化財〕
四万十市教育委員会蔵

河
後
森
城
は
国
境
に
位
置
す
る
城
で
、城
主
は
河か
わ

原ら

淵ぶ
ち

氏
。河
原
淵
教の
り

忠た
だ

は
一
条
家
か
ら
養
子
に
入
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。

坂
本
遺
跡
で
検
出
さ
れ
た
大
型
建
物
跡
は
寺
の
堂

宇
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、寺
内
の
窯か
ま

で
瓦
を
焼
成

し
て
、そ
の
瓦
を
堂ど
う

宇う

に
葺ふ

い
て
い
る
。

　

金
剛
福
寺
は
、
幡
多
の
荘
園
領
主
一
条
家

の
祈
願
寺
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
鎌
倉
時

代
に
は
、
三
度
の
火
災
で
堂
舎
が
焼
失
し
ま

し
た
が
、
勧
進
活
動
に
よ
り
再
建
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
勧
進
活
動
を
行
っ
た
の
が
、

「
阿あ

闍じ
ゃ

梨り

慶け
い

全ぜ
ん

」
と
い
う
金
剛
福
寺
中
興
の

僧
で
あ
り
、
後
に
香こ

う

山さ
ん

寺じ

に
入
寺
し
た
南な

ん

仏ぶ
つ

上
人
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
条
家
よ
り

多
く
の
供
田
を
寄
進
さ
れ
、
寺
領
内
は
万
雑

事
免
除
、
殺
生
禁
断
で
、
荘
官
、
雑
掌
、
甲

乙
人
不ふ

入に
ゅ
う

の
地
と
さ
れ
、
様
々
な
優
遇
が
な

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
寺
領
は
、
足
摺
半

島
以
外
に
幡
多
荘
本
庄
の
四
万
十
川
下
流
域

や
大お

お

方が
た

庄
に
及
ん
で
い
ま
す
。
香
山
寺（
現
・

四
万
十
市
）、
観
音
寺
（
現
・
四
万
十
市
）、

飯い

積づ
み

寺じ

（
現
・
黒
潮
町
）
は
、
金
剛
福
寺
の

寺
領
支
配
の
拠
点
と
な
る
末
寺
で
あ
り
、
い

ず
れ
も
十
一
面
観
音
菩
薩
を
本
尊
と
し
た
観

音
菩
薩
の
霊
場
で
す
。
こ
の
末
寺
が
年
貢
の

収
納
を
請
け
負
い
、
寺
僧
が
船ふ

な

所ど
こ
ろ

職し
き

に
補ぶ

任に
ん

さ
れ
、
年
貢
を
京
都
の
荘
園
領
主
に
納
め

て
い
ま
し
た
。

　

香
山
寺
は
、
四
万
十
川
と
中な

か

筋す
じ

川
が
合
流

す
る
河
川
交
通
の
要
衝
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
当
時
の
香
山
寺
の
様
子
は
、
麓ふ

も
と

に
位
置

す
る
坂
本
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
よ
り
明
ら
か

と
な
っ
て
い
ま
す
。
遺
跡
で
は
13
～
15
世
紀

に
か
け
て
の
香
山
寺
・
里
坊
と
推
定
さ
れ
る

大
規
模
な
寺
院
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
国
産
陶

器
の
ほ
か
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
・
朝
鮮
産
の

貿
易
陶
磁
器
な
ど
多
様
な
遺
物
が
大
量
に
出

土
し
て
お
り
、
当
時
の
香
山
寺
の
隆
盛
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

　

興
福
寺
大
乗
院
の
尋じ

ん

尊そ
ん（

一
条
教
房
の
弟
）

の
日
記
で
あ
る
『
大だ

い

乗じ
ょ
う

院い
ん

寺じ

社し
ゃ

雑ぞ
う

事じ

記き

』
に

は
、
幡
多
荘
山
田
庄
の
中
ノ
坊
と
い
う
僧
が

尋
尊
の
元
ま
で
、
教
房
の
幡
多
荘
へ
の
到
着

を
知
ら
せ
る
手
紙
を
持
参
し
た
、
と
の
記
述

が
あ
り
ま
す
。
香
山
寺
の
里
坊
「
中
ノ
坊
」

が
坂
本
遺
跡
に
あ
た
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

教
房
一
行
は
、
河
口
の
下
田
か
ら
四
万
十
川

を
遡そ

上じ
ょ
う

し
、
香
山
寺
の
中
ノ
坊
に
落
ち
着
き
、

中
村
御
所
が
で
き
る
ま
で
、
こ
の
地
に
滞
在

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

■
Ⅲ
章　

地
域
領
主
と
城
郭

　

本
章
で
は
、
西
園
寺
家
と
一
条
家
を
核
に

地
元
の
有
力
者
と
の
つ
な
が
り
・
敵
対
の
様

子
を
古
文
書
や
寺
社
資
料
、
城
郭
か
ら
紐
解

い
て
い
き
ま
す
。

　

永
禄
期
（
１
５
５
８
～
７
０
）
の
南
予
争

乱
（
高
島
・
鳥と

坂さ
か

合
戦
）
に
お
い
て
、
一
条

兼
定
は
伊
予
の
宇
都
宮
氏
に
援
軍
を
送
り
、

宇
和
郡
の
領
主
た
ち
も
一
条
方
に
参
陣
し
て

い
ま
す
。
一
条
家
臣
団
の
築
城
技
術
は
、
南

予
地
域
の
城
に
も
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
て
お
り
、
一
条
氏
と
南
予
領
主

の
繋
が
り
は
神
社
に
残
る
棟
札
や
城
郭
遺
構

か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
天
正
年
間
（
１
５
７
３
～

９
２
）
に
入
り
、
長
宗
我
部
元
親
が
伊
予
侵

攻
を
し
て
い
る
時
期
に
、
元
親
は
大
洲
盆
地

東
部
（
現
・
大
洲
市
北
部
）
の
土
豪
で
あ
る

平た
い
ら

氏
に
書
状
を
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内

容
は
、
河
野
氏
の
軍
勢
と
戦
っ
た
土
佐
方
の

土
豪
が
田
所
城
攻
め
の
手
違
い
で
退
却
し
た

こ
と
を
や
む
を
え
な
い
と
し
、
内
子
の
曽そ

祢ね

宣の
ぶ

高た
か

と
相
談
し
て
、
計
略
を
進
め
る
よ
う
求

め
て
い
る
も
の
で
す
。
伊
予
侵
攻
の
指
揮
を

と
っ
て
い
た
久
武
親
直
の
名
前
も
見
え
、
天

正
９
～
12
年
（
１
５
８
１
～
８
４
）
の
書
状

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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が
、
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
宇
野
御
厨
と
、
瀬

戸
内
や
畿
内
を
つ
な
ぐ
存
在
が
い
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、彼
杵
荘
は
建
長
２
年
（
１
２
５
０
）

の
「
九
条
道
家
初
度
惣
処
分
状
」
に
九
条
家

領
と
し
て
み
え
、
鎌
倉
時
代
終
わ
り
に
は
、

円え
ん

爾に

を
招
請
し
て
九
条
道
家
が
開
い
た
東
福

寺
に
本ほ

ん

家け

職し
き

が
寄
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

彼
杵
荘
を
主
な
生
産
地
と
し
て
、
平
安
時
代

の
終
わ
り
頃
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
、
西

日
本
と
鎌
倉
で
使
わ
れ
た
煮
炊
き
具
が
滑か

っ

石せ
き

製
石
鍋
で
す
。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
石
鍋
が
多
く
見

つ
か
る
場
所
と
、
経
済
活
動
や
中
国
文
化
の

影
響
を
受
け
た

人
々
と
の
関
係
が

う
か
が
わ
れ
る
点

で
す
。
円
爾
は
博

多
の
承じ

ょ
う

天て
ん

寺じ

も
開

き
、
承
天
寺
開
基

に
か
か
わ
っ
た
有

力
者
は
日
宋
貿
易

章
と
節
の
解
説
の
ほ
か
、
出
品
資
料
の
図
版
・

解
説
、
以
下
の
コ
ラ
ム
・
特
論
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

◆
コ
ラ
ム
「
一
条
氏
・
長
宗
我
部
氏
の
南
予
進

出
の
実
態
を
考
え
る
」　

山
内 

治
朋
氏

◆
特
論
一
「
海
の
国
、
土
佐
の
源
流
を
西
南
四

国
か
ら
探
る
―
鎌
倉
時
代
の
京
の
覇
者
と
の

関
係
を
ふ
ま
え
―
」  

鋤す
き

柄が
ら 

俊
夫
氏

◆
特
論
二 

「
一
條
教
房
の
幡
多
荘
下
向
と
在
地

勢
力
―
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
見
る
幡

多
荘
直
務
支
配
の
様
相
―
」  

東と
お

近ち
か 

伸
氏           

◆
特
論
三
「
一
条
氏
と
南
予
地
域
の
城
郭
」　

松
田 

直
則

本
展
の
図
録
を
当
館
と
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物

館
に
て
先
行
販
売
中
で
す
。

１
５
０
０
円
（
税
込
）

Ａ
４
版　

１
１
３
頁　

５
５
０
㌘

（
送
料　

レ
タ
ー
パ
ッ
ク
ラ
イ
ト
４
３
０
円
）

坏つ
き

部
外
面
に「
堺
奈
良
／
屋
与
二
郎
／
観
音
堂
／

寄
進
／
天
文
九
／
庚
子
／
八
月
十
／
九
日
／
金

剛
／
福
寺
」と
刻
さ
れ
て
い
る
。も
う
一
口
に
は「
権

現
」と
刻
さ
れ
て
お
り
、堺
商
人
が
海
上
安
全
と
商

業
繁
栄
を
祈
願
し
て
奉
納
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　

天
文
年
間（
１
５
３
２
～
５
５
）は
、一
条
家
が
土

佐
中
央
部
に
侵
攻
を
し
て
勢
力
を
拡
大
し
た
時
期

で
も
あ
り
、弘
治
年
間（
１
５
５
５
～
５
８
）に
は
房

家
の
息
子
の
尊そ
ん

祐ゆ
う

が
金
剛
福
寺
の
院
主
と
な
っ
て

い
る
。こ
の
時
期
は
、金
剛
福
寺
が
寺
院
と
し
て
勢

力
を
拡
大
し
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、畿
内
と
の
交

流
も
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
と
想
定
で
き
る
。こ
の

仏
飯
器
に
よ
り
、幡
多
荘
を
所
領
と
し
た
一
条
氏
と

堺
商
人
と
の
関
係
や
対
明
貿
易
の
ほ
か
、沖
縄
や
ル

ソ
ン
な
ど
も
含
め
た
東
ア
ジ
ア
に
も
目
を
向
け
た
堺

商
人
の
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

金剛福寺の仏飯器〔土佐清水市指定文化財〕
土佐清水市金剛福寺蔵

長崎県松浦市楼楷田遺跡出土捏鉢（右）・滑石製石鍋（左） 
松浦市教育委員会蔵

　

近
年
、
平
氏
の
支
配
域
に
所
在
す
る
元
城

跡
が
発
掘
調
査
さ
れ
て
お
り
、
畝
状
竪
堀
群

と
い
う
注
目
す
べ
き
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
竪
堀
群
は
、
岡
豊
城
跡
に
も
見

ら
れ
、
長
宗
我
部
家
臣
団
が
四
国
侵
攻
時
に

用
い
た
築
城
技
術
で
す
。
文
献
と
発
掘
調
査

の
成
果
が
結
び
つ
き
、
長
宗
我
部
氏
や
土
佐

方
伊
予
兵
の
動
向
が
よ
り
明
ら
か
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
長
宗
我
部
元
親
の
四
国
制
覇

の
中
で
、
あ
る
い
は
信
長
か
ら
秀
吉
へ
と
い

う
中
央
の
動
き
の
中
で
翻
弄
さ
れ
る
南
予
の

武
将
た
ち
の
姿
と
と
も
に
、
伊
予
西
園
寺
家

と
土
佐
一
条
家
の
終
焉
ま
で
を
た
ど
り
ま
す
。

■
Ⅳ
章　

公
家
が
西
南
四
国
に
求
め
た
も
の

　

西
南
四
国
に
お
け
る
幡
多
の
九
条
お
よ
び

一
条
と
、
宇
和
の
西
園
寺
と
の
関
係
に
似
た

状
況
は
、
西
北
九
州
に
お
い
て
も
み
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
が
九
条
に
つ
な
が
る
彼そ

の

杵き
の

荘し
ょ
う

と
西

園
寺
に
つ
な
が
る
宇う

野の
の

御み

厨く
り
や

の
関
係
で
す
。

　

こ
の
う
ち
、
宇
野
御
厨
に
関
わ
る
「
御

厨
」
の
東
で
、
伊
万
里
湾
を
望
む
場
所
か
ら

発
見
さ
れ
た
の
が
鎌
倉
時
代
の
松
浦
市
楼ろ

う

楷か
い

田だ

遺
跡
で
す
。
出
土
し
た
遺
物
類
に
は
、
瀬

戸
内
東
部
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
東
播
磨
系
捏こ

ね

鉢ば
ち

が
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
市
の
宮
ノ
下さ
が

り
遺
跡
か
ら
も
中
国
陶
磁
器
や
東
播
磨
系
捏

鉢
お
よ
び
畿
内
系
の
瓦が

器き

椀わ
ん

が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
と
西
園
寺
と
の
関

係
を
す
ぐ
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

を
展
開
し
て
い
た
宋
商
人
の
謝し
ゃ

国こ
く

明め
い

で
す
。

東
福
寺
が
中
国
と
の
交
易
に
積
極
的
だ
っ
た

こ
と
は
、「
東
福
寺
」
と
記
さ
れ
た
木
簡
が

み
つ
か
っ
た
新し

ん

安あ
ん

沈ち
ん

船せ
ん

が
示
し
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
網
野
善
彦
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に
、
西
園
寺
氏
は
淀
川
と
瀬
戸
内
を
経
て

つ
な
が
る
東
ア
ジ
ア
交
易
に
強
い
関
心
を

も
っ
て
い
ま
し
た
。
中
世
の
西
南
四
国
と
西

北
九
州
で
み
ら
れ
る
こ
の
状
況
は
、
九
条
も

ま
た
東
ア
ジ
ア
交
易
に
強
い
関
心
を
持
っ
て

い
た
こ
と
を
示
す
可
能
性
が
あ
り
、
公
家
た

ち
が
西
南
四
国
を
求
め
た
最
大
の
理
由
に
つ

い
て
、
そ
の
答
え
を
導
く
う
え
で
、
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。



－5－

の
日
々
を
過
ご
し
、
戦
場
に
向
か
っ
て
い
っ

た
の
か
を
知
る
て
が
か
り
と
し
て
重
要
で
す
。

　

紙
幅
の
関
係
で
全
て
を
ご
紹
介
す
る
こ
と

は
か
な
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
内
容
を
読
み
解

き
、
展
示
な
ど
で
順
次
公
開
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

今
年
は
、
昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
の
終

戦
か
ら
80
年
の
節
目
の
年
で
す
。
戦
争
を
知

る
世
代
が
少
な
く
な
り
、
資
料
も
散
逸
の
危

機
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
品
々
は
、
今
後

戦
争
を
知
る

世
代
が
い
な

く
な
っ
て
も
、

「
戦
争
」
の

現
実
を
語
り

つ
づ
け
て
く

れ
る
大
切
な

存
在
と
い
え

ま
す
。

ペ
ー
ジ
を
め

く
る
と
、
中

に
は
熱
心
に

勉
学
に
励
ん

だ
様
子
を
う

か
が
わ
せ
る

書
き
込
み
が

あ
り
ま
す
。

　

学
生
時
代

の
テ
キ
ス
ト
を
こ
れ
ほ
ど
保
存
し
て
い
た
同

氏
は
、日
記
の
類
も
多
く
残
し
て
い
ま
す（
写

真
３
）。
ま
た
、
好
ん
で
絵
を
描
い
て
お
り
、

数
点
あ
る
写
生
帳
（
写
真
４
）
に
は
高
知
の

風
景
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

特
に
日
記
は
、
当
時
の
若
者
が
ど
の
よ
う
な

教
育
を
受
け
、
ど
の
よ
う
な
心
情
で
戦
時
下

（
公
財
）高
知
県
遺
族
会
を
通
じ
た
戦
争
関
連

資
料
の
寄
贈
に
つ
い
て

亀
尾　

美
香

写真４　写生帳

写真２「通信電気工学」

写真１『射撃学教程』

写真３　日記

写真５　今回寄贈いただいた資料のうち、故・橋本
英一氏の写真（左）と遺品の軍隊手帳（右）

　

令
和
６
年
９
月
、高
知
市
吸
江
に
あ
る（
公

財
）
高
知
県
遺
族
会
を
通
じ
て
、
当
館
に
戦

争
関
連
資
料
６
３
６
点
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
同
会
は
、
戦
没
者
遺
族
の
全
国
組
織
で

あ
る
（
一
財
）
日
本
遺
族
会
の
傘
下
に
あ
り
、

県
内
出
身
戦
没
者
の
慰
霊
や
、
遺
族
の
援
護

相
談
に
関
す
る
事
業
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
同
会
は
戦
時
資
料
の
収

集
や
一
時
保
管
な
ど
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
館
で
は
平
成
27
年
度
に
も
、
同
会
を
通

じ
て
12
名
の
遺
族
か
ら
２
５
６
点
の
資
料
を

寄
贈
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
回
が
二
度
目
と

な
り
ま
す
。
今
回
寄
贈
い
た
だ
い
た
の
は
、

８
名
の
遺
族
か
ら
集
め
ら
れ
た
勲
章
や
軍
装

品
、
写
真
、
日
記
、
手
紙
な
ど
、
主
に
遺
品

を
中
心
と
す
る
資
料
群
で
す
。

　

こ
こ
か
ら
、
い
く
つ
か
特
徴
的
な
資
料
を
、

写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
の
寄
贈
資
料
６
３
６
点
の
う
ち
、
大

半
の
５
６
８
点
を
占
め
る
の
が
、
故
・
岡
田

肇ち
ょ
う

造ぞ
う

氏
の
遺
品
で
す
。
甥お

い

御ご

さ
ん
と
姪め

い

御ご

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
分
割
し
て
保
管
し
て
い
ま

し
た
。

　

岡
田
肇
造
氏
は
大
正
11
年
、
高
知
市
西
町

の
生
ま
れ
で
、
昭
和
12
年
に
県
立
高
知
城
東

中
学
校
（
現
・
高
知
追
手
前
高
校
）
を
中
退
、

東
京
陸
軍
幼
年
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
卒

業
後
は
埼
玉
県
豊
岡
町
の
陸
軍
航
空
士
官
学

校（
現
在
は
航
空
自
衛
隊
入
間
基
地
が
立
地
）

に
入
学
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
た
め
の
訓
練

を
受
け
ま
す
。
そ
の
後
は
部
隊
に
配
属
さ
れ

て
中
国
に
出
征
、
昭
和
18
年
５
月
、
南
京
付

近
で
敵
機
と
交
戦
中
に
被
弾
、
戦
死
し
ま
し

た
。
満
23
歳
の
若
さ
で
し
た
。

　

陸
軍
幼
年
学
校
か
ら
士
官
学
校
へ
進
む
の

は
、当
時
、陸
軍
軍
人
に
な
る
た
め
の
エ
リ
ー

ト
コ
ー
ス
で
し
た
。
同
氏
の
資
料
の
大
部
分

は
、
陸
軍
幼
年
学
校
か
ら
士
官
学
校
時
代
の

テ
キ
ス
ト
や
ノ
ー
ト
類
で
、
戦
没
者
の
遺
品

と
し
て
は
や
や
異
色
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
そ
れ
だ
け
に
、
他
で
は
見
ら
れ
な
い
よ

う
な
貴
重
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
１
・
２
は
い
ず
れ
も
学
生
時
代
の
テ

キ
ス
ト
や
ノ
ー
ト
で
す
。「
射
撃
学
」と
い
っ

た
、
軍
人
の
学
校
な
ら
で
は
の
教
科
で
す
。
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「
生
誕
二
〇
〇
年
　
河
田
小
龍
」
を
終
え
て

企
画
展　

三
館
連
携
企
画

那
須　

望

　

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し
た
土
佐

の
絵
師
、
河
田
小
龍
の
生
誕
二
〇
〇
年
を
記

念
し
た
企
画
展
を
令
和
６
年
11
月
１
日
か
ら

令
和
７
年
１
月
５
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
展
は
、
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館
、

県
立
美
術
館
と
の
連
携
企
画
で
し
た
。
い
ず

れ
も
（
公
財
）
高
知
県
文
化
財
団
が
指
定
管

理
を
行
っ
て
い
る
施
設
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
に
も
展
覧
会
等
の
相
互
割
引
を
行

う
な
ど
の
連
携
企
画
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
小
龍
展
は
、
１
つ
の
テ
ー

マ
を
３
館
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
企
画
展
を
行

う
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
連
携
方
法
で
し

た
。

■
連
携
の
は
じ
ま
り

　

連
携
展
の
き
っ
か
け
は
、
数
年
前
に
は
じ

ま
っ
た
「
小
龍
日
記
を
読
む
会
」
で
し
た
。

小
龍
は
よ
ほ
ど
筆
ま
め
だ
っ
た
ら
し
く
、
毎

日
の
日
記
を
残
し
て
い
ま
す
。
そ
の
日
記
は

現
在
県
立
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

あ
ま
り
に
膨
大
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
芸
員

の
有
志
が
集
ま
っ
て
解
読
を
行
う
勉
強
会
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
結

局
、
す
べ
て
を
解
読
す
る
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
日
記
を
読
み
進
め
る
な
か
で
小

龍
の
画
業
、
幅
広
い
人
脈
な
ど
に
改
め
て
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
３
館
の
学
芸
員
に
は
、

「
美
術
史
的
な
視
点
か
ら
、
土
佐
の
絵
師
の

一
人
と
し
て
取
り
上
げ
る
だ
け
で
は
、
小
龍

の
全
貌
は
み
え
て
こ
な
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
共
通
の
疑
問
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
生
誕
二
〇
〇
年
を
迎
え
る
節
目

の
年
で
あ
る
令
和
７
年
に
連
携
し
て
展
覧
会

を
行
う
と
い
う
企
画
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。

■
連
携
か
ら
み
え
て
き
た
も
の

　

ま
ず
は
、な
ん
と
い
っ
て
も「
超
人
・
小
龍
」

の
姿
で
す
。
土
佐
に
お
け
る
足
跡
は
、
室
戸

岬
か
ら
足
摺
岬
に
及
び
、
津
野
町
な
ど
に
も

作
品
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
つ
の
館
だ
け

で
は
調
査
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
作
品
数
で
す

が
、
３
館
が
そ
れ
ぞ
れ
、
ま
た
時
に
は
合
同

調
査
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に

確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
作
品
も
多
く
ご
紹

介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
明
治
20
年
代
か
ら
京
都
に
住
ま

い
を
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
土

佐
で
の
活
動
範
囲
の
広
さ
に
は
改
め
て
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
始
ま
り
、
掛

軸
、
衝つ

い

立た
て

、
襖ふ

す
ま

絵え

、
屏
風
、
絵
馬
…
…
枚
挙

に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
の
多
種
多
様
な
作
品

た
ち
。
す
べ
て
を
展
覧
会
場
で
ご
覧
い
た
だ

く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
本
展
で
は
、
バ

ス
ツ
ア
ー
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
実
際
に
現
場
に
出
向
い
て
小
龍
作
品

を
じ
っ
く
り
ご
観
覧
い
た
だ
く
機
会
を
設
け

ま
し
た
。
ツ
ア
ー
に
ご
参
加
い
た
だ
け
な

か
っ
た
方
に
も
そ
の
エ
キ
ス
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、「
河
田
小
龍
お
さ
ん
ぽ
マ
ッ

プ
」
を
東
高
知
篇
、
西
高
知
篇
、
高
知
市
街

篇
の
３
種
作
成
し
、
現
在
も
配
布
し
て
い
ま

す
。

■
連
携
の
今
後

　
「
河
田
小
龍
」
展
に
お
け
る
連
携
は
、
県

立
３
館
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ア
ク
ト
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
（
香
南
市
）、
芸
西
村
文
化
資
料
館
に

も
協
力
の
輪
が
広
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
館
で

所
蔵
さ
れ
て
い
る
小
龍
作
品
を
小
龍
展
の
会

期
に
併
せ
て
展
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
す
べ

て
ご
覧
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
よ
り
一
層
深

く
小
龍
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
広
報
面
で
も
３
館
の
力
を
合
わ
せ

た
か
ら
こ
そ
の
取
り
組
み
が
実
施
で
き
ま
し

た
。
最
た
る
も
の
は
、
絵
本
作
家
の
柴
田
ケ

イ
コ
さ
ん
に
小
龍
を「
し
ょ
う
り
ょ
う
さ
ん
」

と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
描
い
て
い
た
だ
い

た
こ
と
で
す
。
一
見
、
難
し
そ
う
で
と
っ
つ

き
に
く
い
日
本
画
の
世
界
で
す
が
「
し
ょ
う

り
ょ
う
さ
ん
」
の
お
か
げ
で
楽
し
い
雰
囲
気

で
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
財
団
や
県
立
の
垣
根
を
越
え
た
連

携
や
、
今
以
上
に
多
く
の
み
な
さ
ま
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
展
覧
会
を
企
画
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

しょうりょうさん
©柴田ケイコ

チラシ・ポスターも３館で１つのデザインとする初の試
み。それぞれの館のカラーを表現すべく、メインにする資
料選びもデザイナーさんを含めて話し合いを重ねました。
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れきみんニュース

令和６年11月９日(土)・10日(日)の２日間、当館の
民俗資料を保管している旧大栃高校（香美市物部
町）を一般公開しました。
今回も、ものべ民話と歴史の会のイベントが盛りだ
くさん！物部の民話の解説や語りで、伝説や昔話を
深く楽しむとともに、大栃町歩きでは、かつての賑
わいを追体験しました。また、いざなぎ流トークで
は、10月の日月祭レポートと１月の県立美術館での
公演をＰＲ。濃い
２日間でした。
そして梅野が昨年
『博物館研究』に
寄稿した旧大栃高
校一般公開の報告
「廃校に保管して
いる民具の公開試
行錯誤」が、令和
６年博物館活動奨
励賞を受賞しまし
た。　（梅野）

当館ではご要望に応じ、おもに小中学校の団体に向
けた体験プログラムを実施しています。火おこし体
験や甲冑体験、民家での火焚き体験などがあります
が、一番人気は勾玉づくりです。「ろう石

せき

」という
柔らかい石をサンドペーパーで磨いて、思い思いの
勾玉を作ります。
１時間ほどで完成しますので、館内見学とあわせて
ぜひご利用ください。
※屋外で作業するため、雨天時は実施できません。
　また、暑さや寒さの厳しい時期も実施が難しい場合があ
　ります。
※詳細は、ＨＰ「学校関係の皆さまへ」をごらんください。

（学芸課）

干支の巳にちなんだヘビ張り子の絵付のワーク
ショップを行いました。コーナー展「干支の玩具　
巳」の関連企画「ワクワクワーク　土佐和紙漆喰張
り子　宝珠ヘビの絵付」です。　
平成23年に卯年のウサギからスタートして毎年、い
の町の草流舎のみなさんを講師にお招きしています。
草流舎の張り子は、土佐漆喰を絵の具に使った淡い
色合いが特徴です。
参加された方々からは、「自分だけの置物をつくる
ことができ、よかった」、「子ども達と一緒に参加
し、成長も感じることができ、毎年の記念となって
います」、「宝珠の意味の話は感銘を受けました」
などの声が寄せられました。　　　　　（学芸課）

最優秀賞ほか各賞が決定しました！！なお、来場者
の皆様が選ぶ「みんなのお気に入り賞」の投票を

行っています。
(1/22迄）
　奮ってご参加くだ
さい！

第12回旧大栃高校
民 俗資 料一 般公開
開催しました！

学校来館体験プログラム
について

体験！ 張り子の絵付
令和６年12月７日（土）・８日（日）

第19回 岡豊山フォト
コンテスト作品展示中！

令和６年11月23日（土）～令和7年1月26日（日)

町並みガイド
｢大栃今昔ものがたり｣

ご応募いただいた皆さん
の四季折々の色彩豊かな
作品を展示中！
ぜひ鑑賞にお越しくださ
い。
（1Fフリースペース）

（総務事業課）

▲｢石段の片隅の秋」
　北村和絵 (スマホ大賞)

▲「緑陰に憩う」島元慶子（最優秀賞）

▲「秋めく足音」片山美波（優秀賞)

▲「春の雨」明神玲子（優秀賞)
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令和7年(2025) 1月〜3月の催し

https://www.kochi-rekimin.jp
Eメール：rekimin@kochi-bunkazaidan.or.jp
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料
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高
校
生
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知
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び
高
知
市
長
寿
手
帳

所
持
者
、身
体
障
害
者
手
帳･

療
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手
帳･

精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳･

戦
傷
病
者
手
帳･
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爆
者
健
康
手
帳
所

持
者
と
そ
の
介
護
者(

１
名)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

印
刷
・
川
北
印
刷
株
式
会
社

土佐の一条氏と南予の西園寺氏。いずれも京都から下向し、公家
から武家へと変貌しました。両者をあわせて、また対比してみるこ
とで、西南四国、中世社会の様子と変容を浮かび上がらせます。
政治・経済・信仰の各面においてかれらは西南四国に何を求めて
いったのでしょうか。古文書や寺社に残る歴史資料、京都市や長
崎県松浦市内の遺跡を含め発掘された出土資料を通じて、西南四
国の中世社会を再認識していただく機会になればと思います。

2月28日(金)〜5月6日(火・振休)

企画展 

西南四国の中世社会と公家1月26日（日）まで
本年度募集作品を２
階ロビーと１階廊下へ
展示します。
来場者人気投票(みんなの
お気に入り賞)も実施中！

第19回岡豊山フォトコンテスト
作品展示

歯長寺縁起〔重要文化財〕
西予市 歯長寺蔵【県内初公開】
(愛媛県歴史文化博物館管理）

長崎県松浦市楼楷田遺跡出土資料
松浦市教育委員会蔵

金剛福寺の青磁
[土佐清水市指定文化財]
土佐清水市 金剛福寺蔵

一条房家画像（部分）
四万十市教育委員会蔵

最優秀賞「緑陰に憩う」島元 慶子

干
え

支
と

の玩具

み

1月19日(日)まで

コーナー展

巳

土佐のまほろば
　ウォーク2024
●1月19日(日) 8:30～12:00
　特別編　国史跡・岡豊城跡の山城遺構よ、よみがえれ！
●3月20日(木・祝) 8:30～11:30
　ガイドにおまかせ・タツクリ岡豊城跡
　参加費：各回500円　若干名受付中

企画展関連催し
●講演会 「海の国、土佐の源流を西南四国から探る
　－鎌倉時代の京の覇者との関係をふまえ－」
　3月9日(日）14:00～16:00（先着各100名）　
　講師：鋤柄 俊夫 氏 (元同志社大学教授、高知県史編さん委員会委員(考古部会長))

●講座① 「一条氏と西南四国の城郭」
　3月2日(日） 講師：当館副館長　松田 直則

●講座② 「伊予西園寺氏と南予の争乱」
　４月19日(土） 講師：愛媛県歴史文化博物館専門学芸員　山内 治朋 氏

●講座③ 「一條教房の幡多荘下向と在地勢力 －『大乗院寺社
　雑事記』に見る幡多荘直務支配の様相－」
　５月６日(火・振休） 講師：歴史研究家　東近 伸 氏
　講座はいずれも14:00～15:30（先着各100名）

●ミュージアムトーク
　4月12日(土)・５月３日(土・祝）いずれも13:30～14:00

●ワクワクワーク
 「岡豊城跡クイズ&探検！」
　4月13日(日）10:00～11:30（先着15名）
　※荒天時は中止の場合あり

※全て要観覧券、ミュージアムトーク以外要予約

1月19日（日）､2月16日（日)
岡豊山歴史公園に移築し
た茅葺屋根の山村民家
で、毎月第３日曜日９時
半からお昼前まで、いろ
りに火をいれます。ご参
加お待ちしております。

民家で囲炉裏の火焚き

山﨑茂さんの郷土玩具コレク
ションを中心に、今年の干支、
巳にちなむ日本各地のヘビの郷土玩具を展示します。

令和７年５月７日より観覧料が変わります。
〔通常展〕大人（18才以上）500円
〔企画展〕大人（18才以上）700円

出雲張り子（島根県）

【
4/19
〜
5/6
の
み
実
物
展
示
】


